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学位論文の要旨 
 
近年，成人の重症循環不全に対する補助人工心臓（ventricular assist system: VAS）や体外














































































れ，また ECLS の各管理方法の温度特性の詳細を明らかにしている．その結果，ECLS シ
ステム内に現状組み込まれている熱交換器の能力は，ECLSにおいて過剰であることを示し，
さらに代替えとなる加温システムを提案している．この新規開発した加温システムは，保
温効果と結露防止効果を有していることを示し，結露防止効果においては，人工肺ガス相
入口圧により評価を行ったことから，再現性が良く，信頼性も高い結果を示している．同
じ原理の成人用結露防止システムは，結露防止効果だけでなく，結露除去効果までも有し
ていることを明らかにしている．また深部温プローブは，内蔵ポートの代用として血液に
非接触で血液温度を測定できることを示している． 
臨床導入の準備としては、まず臨床の ECLS 管理に人工肺ガス相入口圧の測定を追加し
たことにより，結露の発生状況を詳細に把握することが可能になり，これまで不明であっ
た結露やガスフラッシュに内在するリスクを洗い出すことを可能としている．次に，体温
低下の生じやすい人工心肺離脱後であっても温風加温装置による患者の加温が可能であっ
たことから，ECLSシステムに必要な加温システムの能力は，ECLSシステムの放熱の影響
を防止する程度で良いことが裏付けされている． 
このように本研究で構築されたシステムは，すべて臨床に応用が可能な方法論であるこ
とを示しており，臨床における現状の問題点を大幅に克服できる可能性を示唆するもので
ある． 
以上を総合した結果，本審査委員会では，本論文が「博士(応用情報科学)」の学位授与に
値する論文であると全員一致により判定した。 
